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１.事業の目的と概要 

■目的  
組織で必要とされるマネジメントの基本的な知識とジェンダー平等の視点、キャリアマネジメントへの気づき
を得ることで、社会参画のマインドとキャリアに関する自己効力感を高め、マネジメント職やキャリアアップ
への挑戦意欲を高めることを目的とする。  
■ターゲット 

企業や団体等でリーダーあるいは管理職等のキャリアアップを目指す女性（ポテンシャル層含む）。 

■概要  
今年度は東北・中部地方まで地域を拡大し、京都女子大学、日本女子大学、福岡女子大学、椙山女学園大学、
宮城学院女子大学の 5つの女子大学で連携した。 

それぞれの大学に女性リーダー育成の伝統があることから、多様な指導的立場の女性を総合的に支援するマネ
ジメント力養成の視点より各大学の特徴的な講座を提供し、構築した  
また、受講生同士のネットワーク化とキャリア開発への意欲を高めることを目的として、ロールモデルセミナ
ーも取り入れた。加えて、昨年度、ジェンダーバイアスへの気づきを喚起させ、受講生に好評だった女性教育
関係団体等のセミナーも組みこんだ。昨年度の受講生の意見を参考にし、受講生や講師との相互作用による効
果にも着目したプログラムを編成した。 
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２.スケジュール/実施概要(2024 年 5 月～2025 年 3 月) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講座企画 募集活動 講座企画 

大学・団体・企業 
との連携 

リカレントの詳細を告知 
受講希望者へフォローアップ 

受講前フォロー 

＋ 

女性のためのリカレント 

教育に実績のある５大学 

が協働したプログラムを 

開設。 

（京都女子大学、日本女

子大学、福岡女子大学、

椙山女学院園大学、宮城

学院女子大学） 

連携する団体や企業へプ

ログラム提供を依頼。 

＜女性教育関連団体＞ 

・(公財)市川房枝記念会

女性と政治センター 

・(独)国立女性教育会館 

＜企業＞ 

・西日本電信電話(株) 

・オムロンエキスパート

リンク(株) 

 

 

ホームページ開設 
ホームページにてプログラム内容を詳細

に公開し、応募につなげた。 

 リーフレットの作成 
リカレントを PR するリーフレットを制
作。連携先企業中心に配布し、ホームペ
ージへの誘導をはかった。 

その他、卒業生 DM、育英会メールマガ
ジンなど活用。 

 本学客員教授 池上彰 氏を起用し 
た説明会実施 

説明会では、修了生とのパネルディスカ

ッションを実施。リカレント受講後の変

化やリカレントの魅力を伝えた。 

個別相談会（リモート）の実施 
ホームページへ個別相談会受付フォーム

を設置。個別の相談に一対一で対応し

た。 

京都女子大学及び滋賀会場で 
対面説明会を実施 
リモートに加えて、会場で対面での説明

会も実施した。 

選 考 

面接の実施 

学ぶ意欲、受講目的と講座の合

致などを基準に、応募者全員に

面接（リモート）を実施。選考

基準を定め、学内に選考委員会

を設置し、公平な選考につとめ

た。 

開講前コミュニケーション 

ホームページに受講生特設 
ページを設置 
気軽に質問できるフォームを鍵

付きで設け、コーディネーター

が対応。受講生の受講前の疑問

へ応えた。 

オリエンテーション実施 

動画を制作し、学習システムや

スケジュール、学習を進めるに

あたっての注意点などについ

て、受講前に受講生専用ページ

で公開した。 

オンライン中心の学習となるた

め、受講前から使い方への疑問

点や不安の解消につとめた。 

5 月～ ７月～８月 ９月 

連携機関と協働 広報・希望者への相談会実施 
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開講期間 講座終了後 

受講生同士のコミュニケーション促進・ 
受講生へのきめ細かなフォロー 

修了後のネットワーク構築 

リアルタイムオンライン授業(Zoom) 

ハイブリッド形式での授業実施 

授業後のアンケート実施 
出席確認と共に、授業後には理解度を計るためのア 
ンケートを実施して、講師と共有した。結果を受講 
生への迅速なフォローに役立てた。 

各リモート講座後、質問時間を設けて、コーディネー 
ターとティーチングアシスタントが対応した。 
（メールでの質問にも随時対応） 

 

授業後のフォロー 

キャリアコンサルタント有資格者で経験豊かなコー 
ディネーターが受講生対応にあたり、孤独になりや 
すいオンデマンド学習での不安を取り除けるよう 
に、図った。 

キャリアカウンセリング 
今までのキャリアの振り返りや今後のキャリアビジョ 
ンを明確にすることを目的に、外部のキャリアコンサ 
ルタントによる面談（２回）を希望者に実施した。 

学びを振り返り、今後、学びをどう活かしていくか 
をパワーポイントにまとめ、一人ずつプレゼンテー 
ションを行った。 
成果報告会での発表が自信を持ってできるようコー 
ディネーターとティーチングアシスタントで、オリ 
エンテーションや個別相談を実施。27 名中 25 名が 
大学で参加する盛会となった。 

コーディネーターの呼びかけで懇親会を開催。（対 
面 1 回、リモート 2 回）懇親会で、2020 年度修了生 
が自主運営してきた分科会へ関心を寄せ、今後、同 
様の繋がりを求める受講生が多くみられた。 
修了生分科会メンバーへ伝え、３月８日（土）13 時 
半～15 時半 修了生代表との交流会（ハイブリッド） 
が実現した。 
これまでの分科会についての説明を受け、今後 
は、共同で京都女子大学リカレント教育課程 修了 
生分科会として、希望者はメンバーとなり、ネット 
ワークを継続すること、互いの学びを継続していく 
ことが決定した。 

 

専従のコーディネーターが常駐 

ハイブリッド形式で成果報告会を実施 オンライン講座での工夫 

授業の６回を対面・リモートどちらでも受講できる 
ハイブリッド授業とした。講師と直接話せる対面授 
業を望む声は多く、関西在住の受講生中心に、大学 
で授業を受けた。教室を web カメラで繋ぎ、ライブ 
感を持たせた。 

フォローアップ 

10月～2 月 ２月～３月 

「私にとってのマネジメントとは？」をテー
マに開催 

今後のネットワーク構築を支援 

 

グループディスカッション(ブレイクアウトルーム) 

ワークなどを取り入れた座学だけでない授業で、講

師・受講生同士のコミュニケーションを重視。 
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３.志願/修了状況 

定員 志願者数 合格者数 定員充足率 修了者数 

25 名 39 名 28 名 139.2％ 27 名 

 

受講生 1名が、「昇格、転勤により土曜出勤が増え、受講困難になった。」と辞退を申し出た。 

1 月 25 日（土）リモートによる面談を経て、「今回のリカレントは女性活躍にとって、とても有益な学び
と感じており、大変残念だが、会社初の女性管理職として、今はそのチャンスを生かすために注力してい
きたい。」との本人の意思を尊重し辞退を認めた。 

 

 

４.受講生の属性(n=28）

①年齢  

20代 17.9％ 

30代 32.1％ 

40代 28.6％ 

50代 21.4％ 

 

②子どもの有無  

いる 40.7％ 

いない 55.6％ 

無回答 3.7％ 
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③子どもの年齢層  

未就学児 30.8% 

小学生 15.4% 

中学生・高校生 7.7％ 

大学生、専門学校生 30.8% 

社会人 7.7% 

無回答 7.7% 

 

④学歴  

 

 

 

⑤雇用形態  

 

 

⑥転職経験回数  

 

 

 

 

短大・専門学校卒 32.1% 

4 年生大学卒 64.3% 

大学院卒 3.6% 

正規社員 100％ 

転職経験なし 64.3％ 

1 回 10.7％ 

2 回 7.1％ 

3 回 14.3％ 

4 回以上 3.6％ 
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⑦居住地 

 

 

 

 

 

 

 

⑧マネジメント経験の有無（入校時） 

 

 

 

  

京都府 32.1％ 

滋賀県 3.6％ 

大阪府 21.4％ 

岐阜県 3.6％ 

埼玉県 3.6％ 

東京都 17.9％ 

千葉県 7.1％ 

福岡県 7.1％ 

鹿児島県 3.6％ 

経験あり 35.7% 

経験なし 64.3% 
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５.プログラム全体への満足度（n=27） 

①自分のキャリアを考えるのに役立ったか。  

 

 

 

②実際の学びが目的に合っていたか。  

 

 

 

③リカレント教育課程全体への満足度  

 

 

 

 

④講座全体の難易度とカリキュラム指導への満足度  

④-1 プログラムの難易度  

 

 

 

 

大変役に立った 89％ 

まあまあ役に立った 11％ 

役に立たなかった 0％ 

目的に合っていた 96% 

どちらともいえない 4% 

合っていなかった 0% 

大変満足 78％ 

おおむね満足 18％ 

どちらともいえない 4％ 

不満 0％ 

難しかった 4％ 

やや難しかった 44％ 

どちらともいえない 37％ 

簡単だった、やや簡単だった 15％ 
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④-2 教材カリキュラム、指導内容への満足度  

 

 

 

 

 

⑤マネジメント力への自信について 

⑤-1 入校時 マネジメント力への自信 ⑤-２修了時 マネジメント力への自信 

 

 

 

 

 

 

⑥リーダーシップ力への自信について 

⑥-1 入校時 リーダーシップ力への自信 ⑥-２修了時 リーダーシップ力への自信 

 

 

 

 

 

 

  

大変満足 63％ 

おおむね満足 33％ 

どちらともいえない 4％ 

まあ自信がある 4％ 

あまり自信がない 62％ 

全く自信がない 34％ 

かなり自信がついた 7％ 

自信がついた 74％ 

あまり自信がない 19％ 

まあ自信がある 7％ 

あまり自信がない 69％ 

全く自信がない 24％ 

かなり自信がついた 19％ 

まあ自信がある 63％ 

あまり自信がない 19％ 
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６.職場見学会（選択科目） 

所属する企業とは異なる職場を見学し、事業内容や経営、職場での女性の働き方について知り、見分を拡
げる目的で実施した。 

関西圏だけでなく、九州や関東からの受講生も含まれるため、大阪、横浜、福岡の 3 拠点を用意した。 

参加した受講生は、100％が「大変参考になった」と回答し、以下のように、女性管理職の講話を評価す
る意見が多かった。 

・女性が活躍されている会社の実像を垣間見ることができ、自社にも取り入れていければと思った。 

・他の会社を見学する機会はないので新鮮だった。座談会では実際の自分の悩みにも答えていただき、回
答がとても参考になった。 

・管理職の方の経験談が、今後の自身のキャリアを考える参考になった。 

※平日の開催のため、仕事との調整が出来ない受講生が多く、参加者は、4 割にとどまった。 

 

●実施日：11月 1 日（金）13時～16 時 

 

 

 

職場見学会の様子 

 

 

 

 

 

 

事業所名 参加人数 

西日本電信電話（株）（大阪梅田グランフロント） 6 名 

障がい者就労移行・支援事業所 Kaien(カイエン)（横浜） 4 名 

障がい者就労移行・支援事業所カムラック（福岡） 2 名 
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７.成果報告会・修了式 

①成果報告会 

実施日：2025 年 2月 22日（土）13 時～16時 30 分 

様々な分野のマネジメントに関する学びを通じて、マネジメントをどう捉えるかについての考えを纏め、
「私にとってのマネジメントとは？」というテーマで、パワーポイントを作成し、1 人 4 分の時間設定
で、プレゼンテーション形式で発表した。 

「多様なマネジメントに関わる科目を学ぶことで、視野が広がった。」「マネジメントに関しては、多岐
にわたる知識が必要だが、自分の興味ある分野というのが見えてきたので、その分野での学びを更に深め
ていきたい。」「多岐にわたる分野を学ぶことで、多くの気づきがあり、自身のキャリアの方向性を考え
ることが出来た。」など、マネジメント入門コースでの学びを統合し、評価する意見が、成果報告会の発
表の中で多くみられた。 

ハイブリッド形式での開催であったが、修了生 27 名中 25 名が大学へ来て参加し、対面で多くの受講生同
士が楽しく交流でき、有意義であった。 

 

成果報告会の様子 
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13 

 

②修了式 

修了式の様子 
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８.受講生へのフォローアップ 

①開校前のフォローアップ（説明動画公開） 

受講生のみが閲覧できるページをリカレントホームページ内に設けた。開校前に、学習システム、学内の
施設、関係スタッフの紹介、リモート、ハイブリッドなど授業形態、今後のスケジュールなどを動画で分
かりやすく紹介し、開校後の学習支援を行った。また質問があれば問い合わせるフォームを設け、コーデ
ィネーターが柔軟に対応した。 

 

②第 1 回 オリエンテーション 

実施日時：2025 年 10月 12 日(土) 13 時～13時 30 分 

実施形態：リモート 

オリエンテーション時間を設け、今後授業で行われるリモートによるグループワークの注意点や手順の説
明を行い、リモート授業に安心して取り組めるように実際にグループワークの練習を行った。オリエンテ
ーションの最後には、安心できる環境を作るため、受講生同士の協力で実現できることについて、ディス
カッションを行い共有した。リモートでの懇親会や親睦を深めたいとの意見や、講義の質問が共有できる
掲示板が欲しいとの意見が出たので、学習システム内のディスカッション機能を使用することが決まっ
た。 

 

③授業後の質問タイム設置 

リモート授業後は、毎回質問タイムを設けて、コーディネーターとティーチングアシスタントが質問にそ
の場で対応した。 

学習システムの使い方、課題提出の書き方、課題の期限などリモートを繋いでの対話形式でのやり取りで
質問に答え、その場で解決を図った。 

 

④受講生専用 お問い合わせフォーム設置 

入講が決まってすぐ、リカレントホームページ内の受講生専用ページにお問い合わせフォームを設置し
て、オンライン中心で、対面機会が限られる中でも、いつでも気軽に質問出来るようにした。講座、シス
テム、イベント内容など多岐についての問い合わせがあり、個々にメールにてコースコーディネーターが
質問対応を行った。期間内に約 100 件の利用があった。 
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⑤成果報告会オリエンテーション 

成果報告会のテーマ説明、パワーポイントの作成事例などを示し、自信を持って成果報告会に参加できる
ように、フォローアップをコーディネーターとティーチングアシスタントで行った。 

 

⑥成果報告会個別相談 

プレゼンテーションに慣れない受講生が 3 割ほど見られたために、リモートによる個別説明会日を設けて
コーディネーターとティーチングアシスタントで対応した。 

総数 14件の申し込みがあり、パワーポイントの操作方法、テーマに基づくプレゼンテーション内容の表
現、時間内で話せる纏め方などについて、1 人 30 分の時間を設けて、相談に応じた。相談後、自信を持っ
て発表できると、相談者からたいへん好評を得た。 

 

⑦キャリアカウンセリング 

外部機関のキャリアコンサルタントによるキャリアカウンセリングを希望者に計 2回実施した。 

全国から受講生が集まっていること、全員が正社員で働いていることから、土曜日の終日と平日の夕方以
降を面談日に設定して、リモート（zoom）により行った。 

相談内容は、今の職場についての悩み、5 年後、10 年後のキャリアの見通しについての相談が多かった。 

〇1 回目：11月 5日、11 月 9日、11 月 12 日、11 月 14 日、11月 21日→参加人数：20 名 

〇2 回目：2月 4 日、2月 6 日、2 月 7 日、2 月 8 日、2月 13 日、2 月 15 日→参加人数：16名 

＊1 回目より 2 回目の参加が減少したのは、1回目の相談で解決した相談者が、2回目を希望しなかったた
めである。 

 

キャリカウンセリングへの評価 

●1 回目の相談後のアンケートでは、9割が、「キャリアカウンセリングを受けて良かった」と回答。 

「どちらともいえない。」と回答したのは 10％（20 人中 1 名）のみだった。 

●2 回目は、100％が「キャリアカウンセリングを受けて良かった」と回答。 
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９.受講生ネットワーク構築 

①第 1 回リモート懇親会 

実施日時：10月 12日（土）13時～14 時 30 分 

実施形態：リモート（zoom） 

受講生が初めて顔を合わせる機会、一人ずつが自己紹介をリモートで行った。 

 

②ハイブリッド講義後の歓談 

実施日時：10月 26日（土）、11 月 16 日（土）、11 月 30 日（土）、12 月 14 日（土）、 

 12 月 21 日（土）、2 月 1 日（土） 

実施形態：対面（ハイブリッド参加者のみ） 

計 6 回のハイブリッド講義後、講義での気づきや課題について受講生同士がコミュニケーションを持てる
ように歓談室を設けた。受講生同士の親睦に役立った。 

 

③受講生・修了生の交流会  

実施日時：12月 7 日（土）15時 15分～16 時 45 分 

場所：京都女子大学交流の床 2 階  

実施形態：対面 

池上彰氏を招いたリカレントシンポジウムに対面参加の受講生と修了生の交流会を実施した。修了生から
「講座受講や課題提出の学習アドバイスが聞け、とてもためになった。」との意見が聞かれた。「このよ
うな機会を増やして欲しい。」との意見も多く出た。 

茶菓を食べながら、和やかな雰囲気の中で、会話も弾んだ。リカレント修了後のネットワークについて、
修了生が自主企画として行っている分科会へ興味を示す受講生がみられた。 
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④成果報告会意見交換会（茶話会） 

実施日時：2 月 22 日（土）16時 30分～17 時 30 分 

場所：京都女子大学 E校舎 103教室 

実施形態：対面 

27 名中、25名が大学で成果報告会に参加したので、京都の老舗和菓子を楽しみながら、意見交換する機
会を設けた。 

「交流の機会がもっと欲しかった。」「今日がリカレントの中で最も楽しい日となった。」と交流を求め
る声が多く聞かれた。今後は、2024年度マネジメント入門コースでは、修了生分科会へ参加を望む有志た
ちで、修了生と共に、ネットワークを拡げていくこととなった。 

茶話会の様子 
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⑤第 2 回リモート懇親会 

実施日時：3 月 1 日（土）10 時～11時 30 分 

実施形態：リモート（zoom） 

リカレント教育課程では、修了後は、受講生の自主的な繋がり、ネットワークづくりを推奨しているが、
今回は、要望を受けてコーディネーターが、第 2回のリモート懇親会を設けた。1月に入り、開催を決定
したために、14 名の参加に留まったが、一人ずつが、自身の得意なこと、今後の抱負などを忌憚なく話
し、自分を知って貰うための自己アピールを行い、懇親会は盛り上がった。今後は、修了生の分科会への
参加を希望する声が多かった。 

 

⑥修了生分科会への参加 

実施日時：3 月 8 日（土）13 時 30 分～16 時 

実施形態：ハイブリッド形式 

令和 6 年度マネジメント入門コースメンバーのネットワークづくりの一環として、修了生分科会へ有志の
参加が決まった。 

分科会は、修了生の自主活動であるが、初回はコーディネーターから修了生代表へ今までの分科会活動紹
介とロールモデルセミナーの開催を依頼した。 

修了生代表を含め、対面参加 10名、リモート参加 30 名が参加した。パワー溢れる修了生の話で盛り上が
り、受講生たちは勇気を貰った。 

今後のネットワークや学びの継続に期待が持てる。 
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修了生分科会の様子 

 

  



 

20 

 

10.体制図 

プログラム終了後、評価部会による評価を行い、プログラム企画委員会および本学の大学部局長会に報告し検
証する。評価については、次年度のプログラム改善に活用する。 

 

 

 

11.プログラム企画委員会 

①委員 

事業実施のために、プログラム企画委員会を発足した。全 3 回ともオンライン（Zoom）で実施した。  
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②開催日  

【第一回】令和 6年９月 13 日（木）  
①文科省令和 6 年度予算事業 女性の多様なチャレンジに寄り添う学びと社会参画支援事業        
（ウィミンズカレッジ（KNFSM）連携マネジメント入門コース）について                 
②志願状況と合格者数について   
③判定結果  
④今後のスケジュール  
⑤その他    
 

【第二回】令和７年 1月 22 日（水）  
①文科省による現地視察について（報告）  
②第一回文科省有識者会議について（報告）  
③受講生修了時アンケート案  
④事業評価指標  
⑤成果報告会について  
 

【第三回】令和 7年 3 月 4 日（水）  
①受講生修了時アンケート（報告）  
②外部評価委員会評価（報告）  
③第二回有識者会議（報告）  
④その他  
 

 

12.評価部会の評価  

 

プログラム評価委員（京都府、京都市、コンソーシアム京都、本学副学長 2 名）に本プログラムの評価を以下
の指標で評価実施した。  
【実施時期】令和 7 年 2月 5日～2月 15 日  
【実施方法】web(form)アンケート  
【質問項目】 「プログラムのカリキュラム全体の有益性」「受講生同士のネットワーク形成の有益性」 
「プログラムの目的の達成」について 4 件法で質問した。 

有用性（大変役に立った、まあまあ役に立った、役に立たなかった、まったく役に立たなかった）  
また、それぞれの項目について意見を記述式で回答を依頼した。  
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① 評価部会委員  

京都府商工労働観光部企画調整理事兼副部長 河島 幸一  
京都市共生社会推進室男女共同参画推進課長 狩野 千秋  
京都市総合企画局総合政策室大学政策部長 西川 千喜子  
京都女子大学副学長・ジェンダー教育研究所所長 手嶋 昭子  
京都女子大学副学長・地域連携研究センター長 中山 玲子  

 

② 評価結果  

KPI については、「カリキュラム全体の有益性」「受講生ネットワーク形成への有益性」の平均値「3以
上」、「本プログラムの達成度」の平均値「3.8 以上」と定めていた。 

いずれの指標も達成した結果となった。 
 

なお、学外評価委員からは本プログラムに対する高い評価を得た。  
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13.講座一覧 

 

  

提供機関 領域 科目名 回数 時間 授業形態

合同
入校式・ オリエン

テーション
入校式・ オリエンテーション 1 2.5 オンライン

「キャリア」の
マネジメント

ライフキャリアデザイン(キャリ
アについて)

2 3 ハイブリッド

「人」のマネジメ
ント

人的資源管理 5 7.5
オンデマンド
（オンライ
ン）

「組織」のマネジ
メント

組織マネジメント 6 9 オンデマンド

イノベーション・マネジメント
とデザイン思考Ⅰ

3 4.5 ハイブリッド

イノベーション・マネジメント
とデザイン思考Ⅱ

3 4.5 ハイブリッド

椙山女学園大学 ファイナンス ファイナンス入門 3 4.5
オンライン
（Zoom）

NTT西日本 DX社会への理解 AIリテラシー 5 7.5 オンデマンド

京都女子大学 シンポジウム
京都女子大学リカレント
シンポジウム

1 3 対面・録画

合同
職場見学

（選択科目）
NTT西日本（大阪）・就労支援
施設（東京/福岡）

1 5 対面

成果報告会演習 1 1
オンライン
(Zoom)

成果報告会・修了式 1 4 ハイブリッド
70.5

ハイブリッド

オンライン
（Zoom）

オンライン
（Zoom)

総時間数

ロールモデルセミナー第１回：
地域女性リーダー
タイムマネジメント講座
(東京商工会議所連携講座)

 ジェンダーダイバーシティ入門
第1回から第4回

32

5.5

64

京都女子大学

日本女子大学

福岡女子大学

京都女子大学
宮城学院女子大学

女性教育機関

合同

リーダーシップと
ネットワーク

「時間」のマネジ
メント

戦略的思考と
リーダーシップ

ジェンダー平等と
男女共同参画社会

その他
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14.時間割 
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15.シラバス  

ライフキャリアデザイン 
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人的資源管理 
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組織マネジメント 
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ロールモデルセミナー①② 
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タイムマネジメント講座 
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イノベーション・マネジメントとデザイン思考Ⅰ 
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イノベーション・マネジメントとデザイン思考Ⅱ 
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ファイナンス入門 
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AI リテラシー 
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ジェンダーダイバーシティ入門①～④ 
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成果報告会 

 

  



 

36 

 

16.京都女子大学リカレントシンポジウム 
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シンポジウムの様子 

 

 

＊家  
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17.主な広告媒体 

①ホームページ 

リカレント講座の詳細、応募、ニュースによる活動報告まで、広告媒体として有効に活用した。 
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②リーフレット（表） 

連携先企業への配布を中心に、ホームページへの誘導をはかった。 



 

40 

 

リーフレット（裏） 


